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広
報
広
聴

委
員
会

　今
期
よ
り
広
報
広
聴
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
紙
面
に
な
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　２
月
に
は
定
例
会
が
始
ま
り
、
大
事
な
当

初
予
算
を
審
議
し
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
の
夏
で
し

た
が
、
冬
の
寒
さ
は
２
月
が
本
番
で
す
。
経

済
活
動
も
大
事
で
す
が
、
天
草
市
民
の
皆
さ

ま
一
人
一
人
の
健
康
が
一
番
大
事
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ほ
か
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
用
心
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
予
防
に
は
手
洗
い
、
う
が
い
等

の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
が
大
事
で
す

が
、「
笑
う
」
こ
と
が
一
番
免
疫
力
を
高
め

る
そ
う
で
す
。

　私
も
う
さ
ぎ
年
の
年
男
で
す
。
笑
っ
て
跳

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
笑
い
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

（
澤
井
一
富
）

　令和４年第８回臨時会を10月11日に開催しました。補正予算など２件
の議案が提出され、原案どおり可決しました。

令和４年
第８回臨時会

●令和４年第８回天草市議会臨時会議案
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臨時会議案の主な内容

臨時会議案の主な内容

令和４年度天草市一般会計補正予算（第６号）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第17号

議第158号 付託省略 原案可決

― ―

　令和４年第９回臨時会を11月18日に開催しました。専決処分事項の承
認と補正予算の２件の議案が提出され、原案どおり承認、可決しました。

令和４年
第９回臨時会

●令和４年第９回天草市議会臨時会議案

専決処分事項の承認について（令和４年度天草市一般会計補正予算第７号）

令和４年度天草市一般会計補正予算（第８号）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

議第159号

議第160号 付託省略 原案可決
付託省略 承認

●令和４年第10回定例会の主な内容……………Ｐ２～５

●一般質問…………………………………………Ｐ８～14

●常任委員会視察報告…………………………………Ｐ15

●令和４年第８回・９回臨時会の主な内容 …………Ｐ16

2023年2月号

目次

第43号

市議会だより
あまくさ

―ゆい―

■問紙の商品券を発行されるが、のさりー（電子通貨）の対応をしない理由は何か。
■答商品券の発行は市独自の政策として実施するもので、年内に商品券を届ける
ため、手続や事務作業等の日数を考慮し、紙のみの商品券発行を選択した。

質疑

【議第158号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第６号）
  ９億4,516万２千円を追加し、593億6,796万５千円に
　住民税非課税世帯等に対する電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金や、令和
４年７月に発生した赤潮被害の影響を受けた養殖業者に対する支援などを増額。

【議第159号】専決処分事項の承認について（令和４年度天草市一般会計補正予算第７号）
  3,300万円を追加し、594億96万５千円に
　令和４年12月までに新型コロナウイルスワクチン（オミクロン株対応）接種を実施する医療機関への協力
金を増額。

【議第160号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第８号）
  ４億1,691万円を追加し、598億1,787万５千円に
　物価高騰に伴う生活者支援と市内経済の下支えのため、市民１人当たり５千円の
　商品券を配付するための経費を増額。

　令和４年４月の成人年齢引下げに伴い、天草市は「成人式」か
ら「二十歳のつどい」に名称を変更し、今年度20歳となる皆さん
を対象に新たなる旅立ちを祝いました。

専決処分事項の報告について（市道において発生した公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償
の額を定めることについて、専決処分したため、議会に報告するもの）



天
草
市
運
動
広
場

条
例
を
改
正
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内
容

　
現
在
、
大
矢
﨑
緑
地
公
園
に
令
和
５
年
の
供
用
開
始
を

予
定
し
建
設
中
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
「
天
草
市
陸
上
競

技
場
」
を
社
会
体
育
施
設
と
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す

る
。
競
技
場
の
夜
間
照
明
な
ど
、
各
種
利
用
料
金
を
定
め

る
。

 

質
疑

■問
本
条
例
に
定
め
る
陸
上
競
技
場
と
都
市
公
園
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
る
施
設
の
夜
間
照
明
料
金
に
差
異
は
あ

る
の
か
。

■答
両
条
例
に
大
き
な
差
異
が
な

い
よ
う
維
持
管
理
費
等
の
必
要

経
費
を
加
味
し
、
料
金
設
定
を

し
て
い
る
。

■問
利
用
料
金
の
支
払
い
方
法
、

利
用
可
能
な
時
間
帯
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

■答
利
用
料
金
の
支
払
い
方
法
は
、

券
売
機
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。
競
技
場
内
の
施
設
の
利
用

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で
と
な
る
。

令
和
５
年
７
月
の
供
用
開
始
に
向
け

社
会
体
育
施
設
に
新
陸
上
競
技
場
を
追
加

 

内
容

　
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
が
令
和
４
年
度
末
に
終
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
将
来
像
を
定
め
た
第
３
次

天
草
市
総
合
計
画
基
本
構
想
お
よ
び
前
期
基
本
計
画
を

策
定
す
る
。
基
本
構
想
は
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で
の
７
年
間
、
前
期
基
本
計
画
は
令
和
７
年
度
ま

で
の
３
年
間
と
し
、「
と
も
に
つ
な
が
り
　
幸
せ
実
感
　

宝
の
島
〝
天
草
〞
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

 

質
疑

■問
本
計
画
と
第
２
次
天
草
市
総
合
計
画
を
比
べ
て
、
よ

り
重
点
的
な
視
点
と
し
た
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

■答
第
３
次
総
合
計
画
で
は
、
全
て
の
人
が
つ
な
が
り
、

一
人
ひ
と
り
が
行
動
を
起
こ
し
な
が
ら
、
共
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
視
点
に
計
画

を
策
定
し
た
。

■問
本
計
画
は
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に
反
映
さ
れ
る

の
か
。

■答
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
本
計
画
に
基
づ
い
た
予

算
編
成
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

■問
本
計
画
を
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

■答
市
政
だ
よ
り
の
特
集
や
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広

報
の
ほ
か
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
座
談
会
な
ど
で
も
説
明

し
て
い
く
。

天草市総合計画（基本構想体系図）

区　　分 使　用　料

団体使用

個人使用

夜間照明

一　　　般
高校生以下
一　　　般
高校生以下

2,000円
1,000円

100円
 50円

全面2,000円、半面1,000円

●天草市陸上競技場使用料（１時間当たり）

ともにつながり　幸せ実感　宝の島“天草”

将来像

理　念

やさしさと
安心のまち

挑み続ける行政経営
に取り組むまち

ともに学び
ともに育つまち

ありたい姿

１．地域の個性や特色を生かした地域づくり活動や、課題解決に向けた市民活動が活発に行われています
２．多様性を認め合い、互いを尊重するまちになっています
３．生涯にわたり学び、学習活動の成果を地域社会で生かすことができています
４．歴史と文化を認め合い、天草に誇りを持ち継承されています

９．市民が生き生きとやさしさにあふれた地域で暮らしています
10．安心して子どもを生み育てられるまちができています
11．市民が安心して暮らせる環境ができています
12．市民との協働による安心安全なまちづくりができています
13．天草での暮らしが共感され、多くの人が移住・定住し暮らしています

14．脱炭素社会への取り組みが浸透し、人と自然が共生し活発な環境保全活動が行われています
15．資源の循環が図られ、快適なまちづくりが行われています
16．豊かな自然と向き合い、保全・活用する仕組みができています

17．あらゆる社会変化に対応する行政運営ができています
18．高い経営意識を持った財政運営ができています
19．市有財産が効率的かつ効果的に活用されています

５．良質な農林水産物が生産され、産地力（生産者数×量）が維持・向上されています
６．ひとづくり・ものづくりで郷土にやりがいを感じ、働ける場所があります
７．魅力ある天草産品がつくり続けられ、域内経済が好循環となり、域外へ新たな販路が拡がっています
８．多様な地域資源を生かし、魅力ある観光のまちがつくられています

自然と
共生するまち

つながり
稼げるまち

今回の議案等は50件
※議案等一覧は６ページに掲載。

●報告 ……………  １件
●条例 …………… 10件
●その他 …………  ８件
●予算 …………… 11件
●人事 …………… 18件
●議員提出 ………  １件
●請願 ……………  １件

令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

第
３
次
天
草
市
総
合
計
画
を
策
定

3 2あまくさ市議会だより あまくさ市議会だより

令和４年
第10回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

　令 和 ４ 年 第10回 定 例 会 を、
11月29日（火）か ら12月16日

（金）までの18日間の会期で行い
ました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、審査・審議
の結果、すべて原案どおり可決、
同意しました。
　今号では、この中から５件を
詳しく紹介します。

TOPICS
市
民
と
行
政
が
と
も
に
創
り
上
げ
る
天
草
市
を
目
指
し
て

▲建設中の新陸上競技場



氏　名 新任・再任住　所
新任
新任
再任
新任
新任
新任
再任

中村町
魚貫町
御所浦町
御所浦町
五和町
五和町
河浦町

西川　哲夫
福本　伸人
吉脇シノブ
浦田　譲治
山本　幸伸
坂上　秀子
櫻田　京子

氏　名 新任・再任住　所
再任
新任
再任
再任

河浦町
河浦町
河浦町
河浦町

上野　　豊
石元　英德
赤松　久夫
柳本　春義

【新合財産区】

氏　名 新任・再任住　所
新任
再任
再任
新任
新任
新任
新任

河浦町
河浦町
河浦町
河浦町
河浦町
河浦町
河浦町

酒井　一廣
倉田　精一
金山　幸雄
池田　豊治
竹下　修二
小浦　正司
小山　富雄

人権擁護委員 財産区管理委員（敬称略） （敬称略）

【一町田財産区】

　令和４年第10回定例会には、一般会計２件、特別会計６件、企業会計３件の
補正予算が提出され、原案どおり可決しました。
　ここでは一般会計補正予算の主な内容、12月７日に行った予算決算委員会で
の質疑の内容などをご紹介します。

人
権
擁
護
委
員
候
補

者
な
ど
人
事
案
件
に

同
意

 

内
容

　
任
期
満
了
に
伴
う
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
お
よ
び

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
議
案
18
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
同
意

し
ま
し
た
。

追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
人
事
案
件

18
件
に
同
意

03

04

令
和
５
年
度
か
ら
修
学
資
金
貸
与

制
度
の
対
象
に
准
看
護
師
を
追
加

 

内
容

　
看
護
師
等
修
学
資
金
の
貸
与
対
象

者
の
追
加
と
、
貸
与
要
件
お
よ
び
返

還
猶
予
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
。
平
成
27
年
よ
り
看

護
師
・
助
産
師
を
対
象
と
し
た
修
学

資
金
貸
与
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、

市
内
医
療
機
関
や
介
護
施
設
等
に
お

け
る
准
看
護
師
の
需
要
の
高
ま
り
に

伴
い
、
人
員
確
保
と
定
着
を
図
る
た

め
の
支
援
と
し
て
、
対
象
に
准
看
護

師
を
加
え
る
。

 

質
疑

■問
こ
の
改
正
は
、
准
看
護
学
校
に
通

う
生
徒
を
対
象
と
し
た
制
度
か
。

■答
令
和
５
年
度
の
新
入
生
と
現
在
の

１
年
生
が
対
象
と
な
る
。

■問
月
額
５
万
円
の
修
学
資
金
は
、
生

活
費
に
充
て
ら
れ
る
の
か
。

■答
授
業
料
以
外
に
も
通
学
に
係
る
交

通
費
や
資
格
取
得
の
た
め
の
費
用
に

充
て
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

■問
返
還
免
除
の
条
件
は
。

■答
貸
与
年
数
に
２
年
を
加
え
た
期
間

を
市
内
医
療
機
関
等
で
勤
務
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
る
。
２
年
間
の
貸
与

を
受
け
た
場
合
は
、
４
年
間
の
勤
務

が
必
要
と
な
る
。

 

内
容

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
集

約
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
５
年

３
月
で
天
草
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
栖
本
町
）を
廃
止
し
、
栖
本
福
祉
会

館
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
所
管
し

て
い
る
有
明
、
御
所
浦
、
倉
岳
お
よ

び
栖
本
地
域
の
保
健
業
務
は
、
天
草

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー（
浄
南
町
）に
集

約
す
る
。

 

質
疑

■問
集
約
さ
れ
る
手
続
や
健
診
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

■答
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
や
各
種
健

診
等
の
申
請
、
相
談
窓
口
が
集
約
さ

れ
る
が
、令
和
５
年
４
月
以
降
も
、健

康
ポ
イ
ン
ト
や
地
域
健
診
等
の
申
請

は
各
支
所
で
も
手
続
が
可
能
で
あ
る
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
廃
止
は
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

■答
各
種
申
請
は
支
所
で
も
受
け
付
け

る
ほ
か
、
保
健
師
等
専
門
職
員
へ
の

相
談
も
、
支
所
と
保
健
セ
ン
タ
ー
間

を
専
用
回
線
で
つ
な
ぎ
、
リ
モ
ー
ト

で
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
廃

止
に
よ
る
時
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※貸与を受けるには、書類・面接による選考あり

05

修学資金貸与制度の概要

貸与対象

貸与期間

貸与金額

貸与利息

返還免除

国・県が指定した学校または養
成施設に在学する者
通算して４年まで
入学金　上限30万円
月額　　５万円
無利息
貸与期間＋２年間、市内の指定
医療機関等で看護師等として勤
務したとき

補正
予算

【議第179号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第９号）

  ５億6,663万１千円を追加し、総額603億8,450万６千円に
　令和元年６月から令和４年11月にかけての地すべりによる林業施設の災害復旧費のほか、令和４年

７月の大雨及び９月の台風で被災した施設の災害復旧費を増額。

【議第180号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第10号）

  25億6,976万７千円を追加し、総額629億5,427万３千円に
　物価高騰対策における事業者支援や令和４年度の事業実施に伴う増減などを補正する。

４,440万円
（補正後予算額　2億2,572万６千円）

●中小企業・小規模事業者緊急支援事業

アフターコロナを見据えた広告宣伝等に要する経
費や、燃料費高騰によるコスト上昇のため経営に影響
を受けている運送事業者等への支援金など、事業継続
と経営安定化に向けた支援を行うため補正する。

■問 運送業者への支援金は、例えば移動販売業などの個
人事業者も対象となるのか。
■答 安定的な輸送を確保する観点から、燃油高騰に伴う
価格転嫁が特に難しい業種と、人と物を運ぶ産業とし
て地域に与える影響が特に大きい業種とし、貨物自動
車運送業の許可を受けている車輌を対象とする。

質疑

内容

令和５年度以降も栖本福祉会館で
実施する保健事業

●栖本地区地域健診
●特定保健指導（年数回）
●乳幼児健診（月１回程度）
●精神発達相談（年数回）

令和４年 第10回定例会

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4
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議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第18号 専決処分事項の報告について（市道において発生した公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定
めることについて、専決処分したため、議会に報告するもの） ― ―

議第161号
天草市議会議員に対する議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

（国の人事院勧告等を踏まえ、議員並びに市長、副市長、教育長及び病院事業管理者の期末手当を改定
するため、条例を改正するもの）

総務政策 原案可決

議第162号 天草市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について（国の人事院勧告等を踏まえ、職
員の給料表及び勤勉手当を改定するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第163号 天草市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について（農業委員会
の委員及び農地利用最適化推進委員の報酬を見直すため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第164号 天草市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例の制定について（非常勤職員等に対する退
職手当の支給要件を見直すため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第165号
天草市上下水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例及び天草市病院事業企業職員の給与
の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（地方公営企業法の規定の適用を受
ける職員の定年の引上げ等に伴い、条例を改正するもの）

総務政策 原案可決

議第166号 天草市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について（個人情報の保護に関する法律の一部改正
に伴い、条例を制定するもの） 総務政策 原案可決

議第167号 天草市運動広場条例の一部を改正する条例の制定について（天草市陸上競技場の新設に伴い、条例を改
正するもの） 総務政策 原案可決

議第168号 天草市看護師等修学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定について（天草市看護師等修学資金の貸
与要件を見直すため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第169号 天草市保健福祉センター条例及び天草市栖本福祉会館条例の一部を改正する条例の制定について（天草
東保健福祉センターの廃止に伴い、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第170号 天草市栖本温泉センター条例等の一部を改正する条例の制定について（市有温泉施設及び宿泊施設の利
用料金を見直すため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第171号 熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について（組織する
地方公共団体の脱退に伴い、規約を一部変更するため、同文議決を行うもの） 総務政策 原案可決

議第172号
～173号

字の区域の変更について（楠浦町及び五和町の県営中山間地域総合整備事業により、字の区域に変更が
生じたため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第174号 第３次天草市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定について（令和５年度から同11年度までの基本
構想、令和５年度から同７年度までの前期基本計画を策定するにあたり、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第175号 工事請負契約の変更について（天草市スポーツ拠点施設陸上競技場整備その３工事の契約金額を変更す
るため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第176号
～178号 指定管理者の指定について（天草市本渡水産物荷さばき施設、天草市民センター、牛深総合センター） 建設経済 原案可決

議第179号 令和４年度天草市一般会計補正予算（第９号） 付託省略 原案可決

議第180号
～189号

令和４年度天草市一般会計補正予算（第10号）
令和４年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市病院事業会計補正予算（第３号）
令和４年度天草市水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度天草市下水道事業会計補正予算（第１号）

予算決算 原案可決

議第190号
～193号 新合財産区管理委員の選任について 付託省略 同意

議第194号
～200号 一町田財産区管理委員の選任について 付託省略 同意

議第201号
～207号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 同意

請願第３号 「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付することを求める請願書 総務政策 採択
議員提出
第３号 適格請求書等保存方式の実施延期を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決

※日程は変更される場合があります。
※新型コロナウイルス感染症等の感染状況により、傍聴の自粛をお願いする場合があります。
※本会議はケーブルテレビや天草市議会のホームページで中継も行っていますので、ぜひご覧ください。

天草市議会■ホームページは ▲市議会中継
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会派名 政友会 天政会 市民クラブ 新風天草 日本共産党 公明党 無会派
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修
請願第３号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ╳ ╳ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 23：2 採択
議員提出第３号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ╳ ╳ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 23：2 原案可決

令和４年 第10回定例会

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

請願第３号

議員提出第３号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。

賛否表
「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付することを
求める請願書
適格請求書等保存方式の実施延期を求める意見書の提出について

●令和４年第10回天草市議会（定例会）議案等

12月16日に
関係大臣等へ送付

※令和４年第７回定例会終了後から令和４年第10回定例会までの間に開催された本会議及び委員会などへの出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

※中尾友二議長は、常任委員会（予算決算）には、委員外議員として出席。

【広報広聴委員会】【議会運営委員会】

【議会改革調査特別委員会】

【会派代表者会議】
※中尾友二議長と鶴戸継啓副議長は、委員外議員として出席。

開催日 委員名

委 副

洲
濱

　

心
大

崎
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10月  3日 議会運営委員会 ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月  7日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月22日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月29日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月14日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

議長 副議長 政友 天政 市民 新風 共産 公明

尾
中

　

二
友
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鶴
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司
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11月  7日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月13日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副
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修
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郎
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昇
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下

田
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庸

10月11日 第 8 回臨時会　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月18日 第 9 回臨時会　 ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○
11月22日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○

11月29日 第10回定例会　本会議
（開会、提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月  2日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  5日 常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  6日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  7日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
12月12日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月13日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
12月14日 本会議（一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月16日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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会
員
委
生
厚
育
教

㊍
日
２
月
３

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
正
補
（

㊊
日
６
月
３

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
初
当
（

㊋
日
７
月
３

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
初
当
（

㊌
日
８
月
３

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
初
当
（

㊍
日
９
月
３

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
初
当
（

月
３

13

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

14

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

15

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
３

17

㊎
日

議
会
本

・
論
討
・
告
報
長
員
委

決
採
　

会
閉

開
会
　施
政
方
針
・

提
案
理
由
の
説
明

開催日 委員名

委 副

田
前

　

之
正

田
柴

　
　

誠

山
若

　

介
敬

嶋
五

　

彦
善

口
門

　
　

徹

田
蓑

　

子
庸

朗
達

芳
光

12月13日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鯖
江

栁
田

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠

田
吉

　
　

修

洲
濱

　

心
大

井
澤

　

富
一

川
小

　

三
圭

田
蓑

　

子
庸

芳
光

10月  3日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月11日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  2日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  7日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栁
田



QRコードで質問の動画が見られます。

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

口
門

　
　

徹

２

田
栁
　

芳
光

て
い
つ
に
化
量
減
み
ご
①

て
い
つ
に
題
問
猫
良
野
②

３

嶋
五
　

彦
善

て
い
つ
に
興
振
の
業
産
次
一
①

４

郎
一
幸
下
宮

て
い
つ
に
興
振
業
農
②

て
い
つ
に
画
計
水
配
の
業
事
道
水
③

５

通
五
　

作
俊

て
い
つ
に
ン
チ
ク
ワ
Ｖ
Ｐ
Ｈ
①

て
い
つ
に
税
与
譲
境
環
林
森
び
及
税
境
環
林
森
②

６

本
浦

　
　

力

て
い
つ
に
像
来
将
の
業
農
の
市
本
①

な
心
安
・
全
安
の
へ
食
給
等
療
医
・
校
学
の
立
市
②

て
い
つ
に
用
活
の
材
食

７

崎
浜
　

昭
義

①

て
い
つ
に
法
方
付
給
の
成
助
費
療
医
者
い
が
障
身
心
度
重

③

プ
る
き
で
光
観
き
で
岸
着
て
し
心
安
が
船
客
華
豪
型
大

て
い
つ
に
ン
ラ

８

郎
一
昇
田
下

向
方
の
後
今
と
状
現
の
館
料
資
ン
タ
シ
リ
キ
草
天
①

て
い
つ
に
性

９

朗
達

て
い
つ
に
業
事
光
観
②

10

崎
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
路
道
線
幹
草
天
本
熊
①

て
い
つ
に
称
呼
り
割
画
区
る
け
お
に
市
草
天
②

11

岡
松

　
　

寿

て
い
つ
に
状
現
の
政
行
み
ご
の
市
草
天
①

12

井
澤
　

富
一

て
い
つ
に
組
取
の
進
促
住
定
・
住
移
の
市
草
天
①

13

田
蓑
　

子
庸

て
い
つ
に
組
取
の
へ
化
償
無
食
給
校
学
①

援
支
の
へ
帯
世
る
い
て
し
窮
困
に
物
買
の
品
用
日
②

て
い
つ
に
策

■門口  

美
里
町
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
「
ぷ

よ
ぷ
よ
ゲ
ー
ム
」
に
よ
る
高
齢
者
の
交

流
や
介
護
予
防
、
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
本

市
の
健
康
や
福
祉
活
動
、Ｄ
Ｘ
人
材
教

育
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

■健康福祉部長  

認
知
症
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
通
い
の
場
」
に
、
今
後

は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

も
検
討
し
て
い
く
。

■教育部長  

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
配
信
技
術
等
の

向
上
な
ど
の
効
果
に
加
え
、
性
別
、
年

齢
、
体
格
、
障
が
い
の
有
無
に
左
右
さ

れ
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
は
学

校
の
情
報
担
当
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
部

会
で
研
究
し
て
い
く
。

■門口  

本
市
で
も
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
す
れ
ば
、「
大
会
誘
致
事
業
補
助

金
」
の
対
象
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
誘

致
の
た
め
市
内
の
宿
泊
施
設
を
改
修
等

を
行
っ
た
場
合
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

■スポーツ振興課長  
同
補
助
金
は
、ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の
ほ
か
、
学
会
や

研
修
会
、
講
演
会
等
が
対
象
で
、ｅ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
対
象
と
な
る
。

■観光振興課長  

国
の
「
中
小
企
業
等

事
業
再
構
築
補
助
金
」、「
地
域
一
体
と

な
っ
た
観
光
地
の
再
生
・
観
光
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
事
業
」、
ま
た
県

の
「
宿
泊
事
業
者
に
よ
る
環
境
に
配
慮

し
た
受
入
環
境
整
備
支
援
補
助
金
」、

本
市
の「
中
小
企
業
者
等
持
続
化
事
業
」

が
あ
り
、
要
件
を
満
た
し
採
択
さ
れ
れ

ば
、
施
設
改
修
等
に
も
活
用
で
き
る
。

※
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー

ム
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て

捉
え
た
も
の

江
鯖

　12月12日から14日までの３日間で行った一
般質問では、13人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

P10 P9 P9 P8P10P11P11P12P13P14P14 P13 P12 ページ

①
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

①
が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア（
ウ
ィ
ッ
グ
等
）の
助
成
に

　
つ
い
て

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

②
天
草
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

　
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
） 

の
推
進
に
つ
い
て

（※）

※

Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
社
会
や
生
活
の
形
・
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
よ
い
も
の
へ
変
わ
る
こ
と

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

●
ｅ
ス
ポ
ー
ツ  

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

１  

門
口
　
徹
（
政
友
会
）

▲人慣れしている野良猫

▲コンピューターゲームでの対戦

（※）

▲天草City
　チャンネル
　〔天草市公式〕
　QRコード

●
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

●
野
良
猫
問
題
に
つ
い
て

３  

五
嶋 

善
彦
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

■五嶋  

一
次
産
業
に
お
い
て
就
業
者
の

減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
担
い
手
育

成
と
し
て
の
新
規
就
業
者
支
援
制
度
の

実
施
状
況
と
目
標
達
成
状
況
は
。

■経済部長  

平
成
29
年
度
か
ら
５
年
間

の
新
規
就
業
者
を
２
０
０
人
確
保
す
る

目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
実

績
は
１
２
７
人
で
63
．５
％
の
達
成
率

で
あ
る
。
目
標
達
成
は
で
き
な
か
っ
た

が
、支
援
事
業
の
効
果
は
見
え
て
い
る
。

■五嶋  

本
市
に
お
け
る
一
次
産
業
の
位

置
づ
け
と
担
い
手
育
成
等
、
一
次
産
業

に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

■市長  

一
次
産
業
は
、
本
市
の
基
幹
産

業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
今
後
も
担
い

手
育
成
・
確
保
を
集
中
的
に
行
い
、
農

林
漁
村
集
落
を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
て

い
き
た
い
。「
一
次
産
業
の
発
展
な
く

し
て
、
天
草
の
発
展
な
し
」
後
継
者
の

確
保
対
策
を
し
っ
か
り
実
施
し
て
い

く
。■五嶋  

地
方
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
も
Ｄ
Ｘ
の
活
用
が
望
ま
れ
て
い

る
。
天
草
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

■市長  

地
域
の
個
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
魅

力
向
上
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
地
域
社

会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

■五嶋  

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
市
民
生
活
向
上

の
た
め
、
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

■政策審議監  「
効
率
的
で
市
民
に
や

さ
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
」
を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、
誰
に
で
も
優
し
い
サ
ー

ビ
ス
が
実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

２  

栁
田 

光
芳
（
公
明
党
）

【
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
】

■栁田  

生
ご
み
処
理
容
器
は
、
ど
こ
で

取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
場
合
も
生
ご
み
処

理
容
器
購
入
補
助
制
度
の
対
象
と
な
る

の
か
。■市民生活部長  

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

電
気
店
で
購
入
で
き
る
。
そ
の
旨
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
場
合
も

補
助
の
対
象
と
し
て
い
る
。

■栁田  

本
市
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
天
草
Ｃ
i
t
ｙ
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
の
登
録
者
を
増
や
し
、
収
益
化

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
ご
み
の
分
別

方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
動
画
を
周
知
に

活
用
で
き
な
い
か
。

■市民生活部長  

動
画
再
生
回
数
は
低

い
状
況
に
あ
る
。意
識
啓
発
、さ
ら
に
は

収
益
化
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

【
野
良
猫
問
題
に
つ
い
て
】

■栁田  

避
妊
・
去
勢
手
術
の
助
成
希
望

者
に
対
し
、
ど
の
程
度
が
助
成
を
受
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

■市民生活部長  

獣
医
師
会
天
草
支
部

に
よ
る
と
、
年
間
５
０
０
件
程
度
の
手

術
に
対
し
助
成
件
数
約
１
７
０
件
と
、

手
術
実
績
値
に
開
き
が
あ
る
。
現
在
、

同
支
部
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

■栁田  

里
親
募
集
の
掲
載
等
を
検
討
で

き
な
い
か
。■市民生活部長  

里
親
募
集
に
つ
い
て

は
保
健
所
と
協
力
し
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
効
果
的
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

掲
載
も
含
め
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

●
天
草
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
推
進
に
つ
い
て

4,353人 4,272人
3,395人

3,061人
2,630人

88人 47人 8人 171人 127人

3,484人
2,809人

2,206人
1,832人 1,537人

H12年 H17年 H22年 H27年 R2年

農業者
漁業者
林業者

産業別就業者数



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。
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■宮下  
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
と

こ
れ
か
ら
の
推
進
計
画
は
。
ス
ポ
ー
ツ

リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
新
た
な
能
力
の
発
見

と
地
域
活
動
の
環
境
を
整
え
て
ほ
し

い
。■地域振興部長  

令
和
元
年
度
と
同
４

年
度
に
天
草
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
。
今
後
は
、
新

陸
上
競
技
場
付
近
に
障
が
い
者
陸
上
競

技
用
車
い
す
一
式
を
配
備
し
、
同
競
技

場
で
体
験
や
競
技
が
で
き
る
環
境
を
整

え
た
い
。
ま
た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
等
で
気
軽
に
体
験
し
な
が
ら

機
能
回
復
や
生
活
の
質
の
向
上
・
生
き

が
い
づ
く
り
の
た
め
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
等

を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
り
組
め
る

生
活
環
境
整
備
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

■宮下  

農
業
法
人
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て
伺
う
。

■市長  
集
落
営
農
法
人
は
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
の
地
域
農
業
に
お
い
て
主

要
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
高
収
益
作
物
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
産
地
形
成
の
中
心
的
存
在
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

■経済部長  
集
落
営
農
法
人
に
対
し
、県

と
連
携
し
て
営
農
指
導
、
経
営
サ
ポ
ー

ト
を
し
な
が
ら
、
法
人
間
連
携
に
よ
る

共
同
化
の
推
進
や
高
収
益
作
物
の
導
入

支
援
等
を
行
っ
て
い
く
。

■宮下  

天
草
家
畜
市
場
が
熊
本
県
家
畜

市
場
へ
統
合
さ
れ
る
課
題
と
支
援
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

■市長  

輸
送
経
費
が
２
倍
以
上
と
な
る

こ
と
か
ら
、
統
合
後
の
販
売
価
格
等
を

見
極
め
な
が
ら
、
農
家
の
負
担
増
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

●
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に

　
つ
い
て

●
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

●
大
型
豪
華
客
船
が
着
岸
し
観
光
で
き
る
プ
ラ

　
ン
に
つ
い
て

５  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

●
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

４  

宮
下 

幸
一
郎
（
無
会
派
）

■五通  

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
等
に
つ
い
て
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

■健康福祉部長  

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
併

せ
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
予
防

や
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
。本
市
で
は
、

20
歳
時
の
検
診
無
料
化
や
大
学
等
を
卒

業
す
る
時
期
に
は
が
き
を
発
送
し
受
診

勧
奨
を
し
て
い
る
。
ま
た
、「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
出
席
者
全
員
に
子
宮
頸
が
ん

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

■五通  
森
林
環
境
譲
与
税
の
今
後
の
活

用
に
対
す
る
考
え
は
。

■市長  

本
市
は
、
今
年
度
か
ら
森
林
の

整
備
に
新
た
な
担
い
手
が
参
入
し
、
経

験
を
積
め
る
事
業
に
取
り
組
み
始
め

た
。 

今
後
は
、
伐
期
を
迎
え
た
天
草
産

材
の
利
用
促
進
に
加
え
、
伐
採
か
ら
、

製
材
・
加
工
、 

販
売
ま
で
を
手
が
け
る

６
次
化
を
目
指
し
て
、
新
た
な
産
業
を

興
す
こ
と
に
本
税
を
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

　
現
在
、
県
や
天
草
地
域
森
林
組
合
、

天
草
木
材
協
会
、
天
草
ヒ
ノ
キ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
市
内
林
業
関
係
者
か
ら

意
見
を
聞
き
、
実
態
把
握
を
進
め
て
お

り
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
か
け
て

６
次
産
業
化
の
具
体
的
な
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。
６
次
産
業
化
に

よ
り
林
業
が
活
性
化
す
れ
ば
、「
切
っ

て
」「
使
っ
て
」「
植
え
て
」「
育
て
る
」

と
い
っ
た
持
続
可
能
な
本
来
の
林
業
を

再
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
も
残
り
、

森
も
守
ら
れ
、
結
果
的
に
Ｃ
Ｏ
2
削
減
、

水
源
涵
養
な
ど
森
林
が
持
つ
公
益
的
機

能
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

か
ん
よ
う

む
ち

●
本
市
の
農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て

●
市
立
の
学
校
・
医
療
等
給
食
へ
の
安
全・

　
安
心
な
食
材
の
活
用
に
つ
い
て

７  

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
は
、
70
歳
を
超
え
る
と
申
請
が
必
要

だ
が
、「
現
物
給
付
」
の
実
施
に
つ
い

て
今
後
の
取
組
を
求
め
る
。

■福祉課長  

70
歳
未
満
の
方
は
現
物
給

付
方
式
、
70
歳
以
上
の
方
は
窓
口
で
全

額
を
支
払
っ
た
後
、
申
請
に
よ
り
既
定

の
額
が
払
い
戻
さ
れ
る
償
還
払
方
式
で

助
成
し
て
い
る
。■健康福祉部長  

高
額
療
養
費
制
度
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
の
運
用
面

か
ら
も
70
歳
以
上
の
現
物
給
付
は
考
え

て
い
な
い
。

■浜崎  

国
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
率
を
上
げ
る
よ
う
、
飴
（
２
万
ポ

イ
ン
ト
）
と
鞭
（
地
方
交
付
税
算
定
へ

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
で
、
自
治
体
に
休
日

出
勤
な
ど
の
負
担
を
さ
せ
て
い
る
。
市

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
推
進
を

止
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■市民生活部長  

国
は
、
来
年
度
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
係
る
地
方
交
付
税
算
定
に

カ
ー
ド
交
付
率
の
反
映
等
を
検
討
し
て

い
る
。
市
は
、
多
く
の
方
が
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
申
請
窓

口
を
広
げ
て
い
る
。

■浜崎  

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
と
多

く
の
観
光
客
が
下
船
し
、食
事
、観
光
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
観
光
消
費
に
伴

う
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果
も
生
ま
れ

る
。ア
ニ
メ「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」の
サ
ニ
ー

号
を
牛
深
海
域
公
園
の
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト

に
す
る
、
海
賊
宝
探
し
ツ
ア
ー
を
計
画

す
る
な
ど
、
発
想
を
膨
ら
ま
せ
て
ほ
し

い
。
ク
ル
ー
ズ
船
が
安
心
し
て
着
岸
で

き
る
岸
壁
を
造
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■市長  

港
湾
の
整
備
が
必
要
で
、費
用

面
か
ら
も
整
備
は
困
難
と
考
え
る
。

６  

浦
本 

　
力
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

■浦本  

農
家
は
、
肥
料
・
燃
料
・
資
材

の
高
騰
と
生
産
物
の
価
格
低
下
で
大
き

な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
本
市
の
対

策
や
取
組
は
。■農業振興課長  

経
営
安
定
事
業
と
し

て
米
や
園
芸
作
物
の
種
苗
代
を
補
助
。

加
温
機
の
導
入
事
業
、
肥
料
や
畜
産
の

餌
代
の
補
助
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

県
内
他
市
に
さ
き
が
け
総
額
２
億
円
程

度
の
５
つ
の
事
業
を
市
単
独
で
創
設
し

対
応
し
て
い
る
。

■浦本  

今
後
、
農
業
の
収
入
を
上
げ
る

に
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
も
重
要
と
思
う

が
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

■市長  

ま
ず
は
、栽
培
農
家
と
協
議
を

重
ね
、
推
進
組
織
を
設
立
し
、
計
画
を

策
定
し
た
い
。
国
・
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
市
の
生
産
環
境
や
流
通
な
ど

を
踏
ま
え
有
機
農
業
の
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

■浦本  

市
立
の
学
校
や
医
療
機
関
等
の

給
食
で
の
地
元
食
材
の
活
用
率
は
。

■学校給食課長  

第
２
次
天
草
市
総
合

計
画
で
学
校
給
食
の
天
草
産
食
材
利
用

率
の
目
標
を
30
％
と
し
た
が
、
令
和
３

年
度
の
実
績
は
22
．７
％
で
あ
っ
た
。

天
草
産

の
野
菜
を
使
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

が
、
調
達
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

■浦本  

食
と
農
を
考
え
る
天
草
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
市
長
の
考
え
は
。

■市長  

有
機
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

健
康
、
安
全
・
安
心
、
環
境
面
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
学
校
給
食
に

限
ら
ず
、
地
元
産
の
食
材
を
優
先
的
に

使
い
、
地
域
循
環
型
の
地
産
地
消
を
実

践
で
き
な
い
か
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

■病院事業部経営管理課長    
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■下田  
４
月
よ
り
条
例
を
１
本
化
し
、

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
４
施
設
の
回

遊
性
や
深
い
学
び
に
も
つ
な
が
る
展
示

図
録
の
発
行
、
各
施
設
に
お
け
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
見
据
え
た
多
言
語
化
へ
の

取
組
、
教
育
旅
行
等
の
誘
致
に
も
つ
な

が
る
映
像
資
料
の
制
作
、
幼
い
頃
か
ら

の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に
も
つ
な

が
る
副
読
本
の
作
成
、
４
施
設
統
一
し

た
資
料
台
帳
な
ど
の
整
備
、
施
設
の
魅

力
向
上
や
維
持
管
理
費
削
減
を
見
据
え

た
施
設
整
備
な
ど
今
後
の
取
組
は
。

■観光文化部長  

展
示
図
録
は
、
収
蔵

資
料
の
調
査
等
が
完
了
し
だ
い
早
急
に

作
成
し
、
展
示
解
説
な
ど
の
多
言
語
化

は
、
翻
訳
の
正
確
性
な
ど
を
考
慮
し
進

め
る
。
ま
た
、
新
た
な
映
像
資
料
の
制

作
は
、
運
営
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
進

め
る
。
副
読
本
は
学
習
資
料
と
し
て
有

効
で
あ
り
、
資
料
台
帳
や
施
設
の
整
備

と
併
せ
て
計
画
的
に
進
め
る
。

■下田  

宇
城
市
は
「
不
知
火
美
術
館
・

図
書
館
」
な
ど
、
行
政
で
は
行
き
届
か

な
い
部
分
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に
よ

り
施
設
の
有
効
活
用
が
な
さ
れ
て
い

る
。
資
料
館
等
の
運
営
に
は
、
公
民
連

携
の
取
組
が
重
要
で
は
な
い
か
。

■市長  

公
共
施
設
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
、
公
民
連
携
に
つ
い
て
は
大
変
重

要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
天
草
の

特
色
の
一
つ
で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴

史
・
文
化
を
後
世
へ
継
承
し
て
い
く
重

要
な
役
割
を
持
つ
本
施
設
が
指
定
管
理

者
制
度
に
な
じ
む
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
も
含
め
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

●
が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア
助
成
に
つ
い
て

●
観
光
事
業
に
つ
い
て

９  

鯖
江 

達
朗
（
天
政
会
）

●
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
の
現
状
と

　今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

８   

下
田 

昇
一
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

■鯖江  

が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア（
ウ
ィ
ッ

グ
等
）
の
助
成
に
つ
い
て
、
他
の
自
治

体
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■健康増進課長  

現
在
の
状
況
は
、
県

内
14
市
に
は
助
成
制
度
は
な
い
が
、
大

津
町
と
益
城
町
で
「
が
ん
患
者
医
療
用

か
つ
ら
購
入
費
助
成
事
業
」
と
し
て
、

ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
を
助
成
し
て
い
る
。

■鯖江  

本
市
も
闘
病
に
苦
し
み
、
外
視

に
悲
観
し
て
い
る
患
者
に
対
し
、
細
や

か
な
対
応
が
で
き
な
い
も
の
か
。

■健康福祉部長  

患
者
の
社
会
参
加
や

療
養
に
対
す
る
意
欲
の
低
下
も
懸
念
さ

れ
る
。
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

■鯖江  

観
光
事
業
に
つ
い
て
、
天
草
の

自
然
や
史
跡
文
化
な
ど
の
天
草
の
魅
力

を
ど
う
発
信
し
、
経
済
効
果
に
つ
な
げ

る
の
か
。■観光文化部長  

観
光
事
業
は
裾
野
の

広
い
産
業
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
と
連
携

し
、
宿
泊
客
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
観

光
消
費
額
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

■鯖江  
天
草
市
観
光
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
「
稼
ぐ
力
」
の
成
果
は
。

■観光振興課長  

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
厳

し
い
中
、
道
の
駅
等
に
は
約
20
万
人
が

来
訪
さ
れ
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等

も
好
評
で
本
年
度
は
さ
ら
に
期
待
し
て

い
る
。■鯖江  

集
客
の
た
め
の
水
族
館
や
遊
園

地
の
誘
致
活
動
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■市長  

大
型
施
設
に
よ
る
集
客
は
、短

期
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
天
草
の
地
域
資
源
（
美
し
い
自
然

景
観
や
歴
史
・
文
化
）を
大
切
に
し
、「
本

物
」と
言
わ
れ
る
天
草
の
価
値
を
守
り
、

こ
こ
に
し
か
な
い
観
光
を
目
指
し
た
い
。

▲令和４年にリニューアルした
　不知火美術館・図書館

あかねちゃん

す
そ

▲令和４年度実施の天草島民集会

▲給食の牛乳パックを洗浄してリサイクル

●
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に
つ
い
て

11  

松
岡 

　
寿
（
政
友
会
）

【
資
源
物
売
却
の
取
扱
い
に
つ
い
て
】

■松岡  

ご
み
の
資
源
化
、
減
量
化
は
市

民
や
事
業
者
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
で

き
る
。
そ
の
中
で
も
資
源
物
は
、
市
民

が
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
努
力
す
る
こ
と

で
売
却
益
が
生
ま
れ
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
は
資
源
物
の
量
や
売
却
益
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
、
売
却
益
の

活
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

■市民環境課長  

令
和
３
年
度
の
実
績

で
は
、
市
と
天
草
広
域
連
合
が
所
有
す

る
５
施
設
の
搬
入
量
の
合
計
は
、
２
，

２
４
２
ト
ン
。
売
却
益
の
合
計
金
額
は
、

１
，
７
６
２
万
円
の
収
入
と
な
る
。
資

源
物
売
却
収
入
の
活
用
状
況
は
、
環
境

美
化
推
進
員
へ
の
謝
礼
や
全
て
の
行
政

区
報
償
費
お
よ
び
資
源
物
収
集
容
器
の

購
入
等
に
支
出
し
て
い
る
。

【
民
間
活
力
を
生
か
し
た
資
源
化
の
取

組
み
に
つ
い
て
】

■松岡  

市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
児
童
・

生
徒
が
給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
再
生
す
る
取
組
を
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
民
間
活
力
を
生
か

し
た
ご
み
の
資
源
化
等
、
こ
の
事
業
が

今
後
発
展
で
き
る
よ
う
に
積
極
的
な
施

策
の
展
開
が
必
要
と
考
え
る
が
市
長
の

見
解
を
問
う
。

■市長  

こ
の
取
組
を
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
、
事
業
所
の
協
力
や
継

続
的
な
子
ど
も
た
ち
の
活
動
、
リ
サ
イ

ク
ル
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
積
極
的

な
利
用
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
の
公
共

施
設
に
お
い
て
も
使
用
し
て
い
く
。

10  

浜
崎 

昭
臣
（
政
友
会
）

■浜崎  

熊
本
天
草
幹
線
道
路
は
、
平
成

６
年
12
月
16
日
に
計
画
道
路
に
指
定
さ

れ
、
28
年
が
経
過
。
供
用
部
分
は
、
本

渡
道
路
の
1.3
㎞
を
含
ん
で
算
入
し
て
も

18
．３
㎞
で
、
全
体
の
約
４
分
の
１
で

あ
る
。
こ
の
ペ
ー
ス
を
比
例
式
で
計
算

す
る
と
完
成
ま
で
80
年
か
か
る
こ
と
に

な
る
が
間
違
い
な
い
か
。
ま
た
、
全
線

開
通
の
見
通
し
は
。

■建設部長  

単
純
に
計
算
す
る
と
そ
う

な
る
が
、
今
後
の
事
業
進
捗
は
加
速
し

て
い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

■市長  

全
線
開
通
に
つ
い
て
国
土
交
通

省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
時
期
に
つ
い

て
は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

■浜崎  

計
画
区
間
は
こ
れ
ま
で
70
㎞
と

な
っ
て
い
た
が
、本
年
10
月
22
日
の「
熊

本
天
草
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
を
求
め

る
天
草
島
民
集
会
」
で
は
72
㎞
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
、

28
年
た
っ
た
今
で
も
明
確
に
で
き
な
い

の
か
。■市長  

国
の
施
工
区
間
約
34
㎞
、
県
の

施
工
区
間
38
㎞
で
全
体
区
間
の
延
長
と

は
誤
差
が
あ
る
が
、
全
体
区
間
延
長
の

表
示
変
更
は
国
土
交
通
省
お
よ
び
熊
本

県
の
協
議
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

■浜崎  

天
草
熊
本
間
の
マ
ン
ネ
リ
化
し

つ
つ
あ
る
交
通
渋
滞
に
対
し
、
熊
本
天

草
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
会
長
で

も
あ
る
馬
場
市
長
の
見
解
を
問
う
。

■市長  

幹
線
道
路
の
一
日
も
早
い
完
成

の
た
め
、
天
草
地
域
の
発
展
の
た
め
、

今
後
も
私
が
先
頭
に
立
ち
、
強
力
に
推

進
し
て
い
く
。

●
ご
み
の
資
源
化
、減
量
化
の
取
組
に
つ
い
て

●
民
間
活
力
を
活
か
す
資
源
物
の
取
組
に
つ
い
て



令和４年11月９日～11月11日

 視察報告
　埼玉県秩父広域市町村圏組合、神奈川県平塚市に
おいて視察研修を行いました。秩父広域市町村圏組
合では、「水道事業の統合および水道料金の統一（改
定）」について、将来の給水人口減少を見据えた事
業統合や広域化、５年ごとに経営審議会を設置し、
経営環境にふさわしい水道料金の改定率や料金体系
について審議が行われていました。
　平塚市では、「ごみ減量化・資源化」について、廃
棄物量やレジ袋経費の削減を目的としたごみ減量
化・資源化協力店制度、また、「カーボンニュート
ラルへの取組」について、市民から地球温暖化防止
の取組宣言・報告をいた
だき、行動やライフスタ
イルの変容を促すコツコ
ツプランなどの取組が行
われていました。
 視察を終えて
　地域の将来を見据えた事業統合や水道料金設定等
の審議のほか、環境配慮行動として市民の意識を高
めていく地道な取組の必要性を改めて感じました。

市民生活委員会（澤井一富・竹本亨・勝木幸生・
浜崎義昭・柴田誠・松岡寿）

令和４年10月31日～11月２日

 視察報告
　埼玉県加須市、宮城県
仙台市において視察研修
を行いました。加須市で
は、「コミュニティーバ
ス」について、平成24年
10月より「デマンド型乗
合タクシー」「循環バス」「シャトルバス」の運行を
開始され、現在はデマンド型乗り合いタクシーを市
内３エリアにて、10人乗りシャトルバスを１日８便、
36人乗り小型バスを１日10便運行されていました。
　仙台市では、「仙台市ＤＸ推進計画」について、「ま
ちのデジタル化」に取り組み、「電子回覧板」、「ドロ
ーンを活用した防災対策」、「電子図書館」のほか、
移動手段や飲食店・観光の検索、予約、決済をスマ
ートフォンなどで行える取組を実施されていまし
た。
 視察を終えて
　研修した内容は天草市においても喫緊の課題であ
り、今後の議会活動に反映して行かねばならないと
考えております。

総務政策委員会（船辺修・五通俊作・宮下幸一郎・
濱洲大心・五嶋善彦・鯖江達朗・赤城史浩）

令和４年11月９日～11月11日

 視察報告
　東京都八王子市、三鷹
市において視察研修を行
いました。八王子市では、

「子育てしやすいまちナ
ンバーワン」の取組につ
いて、子どもがまちづくりを考える「子ども☆ミラ
イ会議」、ひとり親世帯や母子家庭等へのさまざま
な支援策、市が運営する子育て支援サイトなど市民
や委託業者と連携した政策が見られました。
　三鷹市では、「GIGAスクール構想」の取組につい
て、ICT活用のための「GIGAスクールマイスター」、

「GIGAスクール研究開発委員」を設置し、タブレッ
トの配備と同時に授業だけでなく、時間割の配信や
出欠連絡、健康観察など多くの場面に活用されてい
ました。
 視察を終えて
　八王子市、三鷹市ともに市民のニーズや地域の実
情に合った取組を実施されており、日々変化する環
境の中、国の動向を確認しながら市の方向性を明確
にし、実情に応じた取組が必要と感じました。

教育厚生委員会（門口徹・栁田光芳・中尾友二・
鶴戸継啓・下田昇一郎・蓑田庸子）

令和４年11月９日～11月11日

 視察報告
　愛知県豊橋市、静岡県島田市において視察研修を
行いました。豊橋市では、「サイクルツーリズムの
推進」について、道路整備やサイクルラック、自転
車工具が備え付いた24時間利用可能なサイクルステ
ーションなどの整備が行われていました。また、イ
ベントやＳＮＳでの発信を中心とした取組などハー
ドとソフトの両面からの政策が行われていました。
　島田市では、賑わい交流拠点「ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩ
ＧＡＷＡ」併設の大井川流域観光拠点「おおいなび」
を稼ぐ拠点と位置づけ、
観光消費拡大への取組が
行われていました。施設
整備では、官民４者が連
携し各事業体の強みを生
かしたまちづくりが行わ
れていました。
 視察を終えて
　今後の課題解決に向けた先進的な取組事例であり、
本市が目指すべき観光、官民連携の在り方を学ぶこ
とができました。今後の議会活動に生かします。

建設経済委員会（若山敬介・前田正之・浜崎昭臣・
平山泰司・小川圭三・浦本力・吉田修）

か　ど　で　　　　　お お い

が　わ

一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。
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■澤井  
空
き
家
の
増
加
に
加
え
、
高
齢

者
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
の

み
世
帯
も
約
１
万
１
千
世
帯
以
上
あ

り
、
危
機
的
状
況
で
あ
る
。
庁
内
の
推

進
体
制
と
法
定
協
議
会
の
設
置
を
望

む
。ま
た
、他
市
で
実
施
し
て
い
る「
空

き
家
の
個
別
相
談
会
」
を
し
て
は
ど
う

か
。■建設部長  

空
き
家
の
実
態
調
査
完
了

後
、
市
の
方
向
性
を
定
め
、
令
和
６
年

度
ま
で
に
法
定
協
議
会
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
相
談
会
に
つ
い
て
は

老
朽
危
険
家
屋
の
未
然
防
止
や
予
防
に

つ
な
が
る
た
め
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

■澤井  

危
険
家
屋
の
解
体
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

■建設部長  

金
銭
問
題
や
相
続
の
問
題
、

家
財
道
具
の
問
題
の
ほ
か
、
家
屋
解
体

後
の
土
地
の
固
定
資
産
税
の
問
題
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

■澤井  
天
草
市
の
移
住
・
定
住
政
策
が

さ
ら
に
進
む
た
め
、
注
目
の
「
保
育
園

留
学
」
は
有
効
な
事
業
だ
と
思
う
が
。

■市長  「
保
育
園
留
学
」
は
、本
市
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
取

り
組
む
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
移
住

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
次
年
度
は
１
０
０
組
の
受
入

れ
を
目
指
し
、
事
業
の
拡
充
を
図
り
た

い
。■澤井  

議
員
に
な
り
４
年
。
天
草
内
を

回
っ
て
き
た
が
、
空
き
家
の
多
さ
に
驚

い
た
。
住
め
る
状
態
の
う
ち
に
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
、
移
住
者
に
住
ん
で

も
ら
う
。
他
市
の
先
進
事
例
に
負
け
な

い
よ
う
知
恵
を
出
し
合
い
、
移
住
・
定

住
政
策
の
さ
ら
な
る
前
進
を
望
む
。

●
学
校
給
食
無
償
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

●
日
用
品
の
買
物
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

　へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

13  

蓑
田 

庸
子
（
日
本
共
産
党
）

●
天
草
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

●
移
住
・
定
住
促
進
の
取
組
に
つ
い
て

12  

澤
井 

一
富
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

【
学
校
給
食
無
償
化
】

■蓑田  

６
月
議
会
の
一
般
質
問
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
無
償
化
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
３
つ
の
壁
が
あ
る
。「
学
校
給

食
法
第
11
条
の
食
材
経
費
は
保
護
者
負

担
」、「
経
済
的
就
学
困
難
児
へ
の
支
援

は
就
学
援
助
費
制
度
で
対
応
」、「
財
源

問
題
」。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
壁
を
乗

り
越
え
て
全
国
的
に
無
償
化
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
は
、
憲
法
第
26
条
第
２
項

の
「
無
償
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
る
か
。

■教育部長  

授
業
料
の
無
償
と
解
釈
し

て
い
る
。

■蓑田  

政
府
は
、
自
治
体
判
断
で
の
給

食
費
の
補
助
を
禁
止
し
て
は
い
な
い
が
。

■教育部長  
本
市
は
本
年
度
、
給
食
費

の
物
価
高
騰
部
分
を
補
助
し
た
。
就
学

が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し

て
は
、
就
学
援
助
制
度
で
援
助
し
て
い

る
。■蓑田  

こ
の
事
業
は
子
育
て
支
援
と
し

て
も
有
効
で
あ
り
、
本
市
で
の
検
討
を

要
請
す
る
。

【
日
用
品
の
買
物
困
窮
者
へ
の
支
援
】

■蓑田  

移
動
手
段
等
が
な
い
高
齢
者
の

買
物
支
援
は
あ
る
の
か
。

■高齢者支援課長  

介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
通
い
の
場
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
業
な
ど
、
互
助
的
支

援
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
等
が
あ
る
。

■蓑田  

民
間
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る

移
動
販
売
の
状
況
は
。

■高齢者支援課長  

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
配
置
の
地
域
支
え
合
い
推
進
員

が
把
握
し
、
移
動
販
売
等
の
買
い
物
情

報
冊
子
を
作
成
し
支
援
し
て
い
る
。

■蓑田  

高
齢
者
の
自
立
を
支
え
て
い
る

移
動
販
売
事
業
者
へ
の
支
援
も
必
要
と

考
え
る
。



栁田光芳

副委員長 
吉田　修

小川圭三

委員長
柴田　誠

蓑田庸子

濱洲大心

澤井一富

広
報
広
聴

委
員
会

　今
期
よ
り
広
報
広
聴
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
紙
面
に
な
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　２
月
に
は
定
例
会
が
始
ま
り
、
大
事
な
当

初
予
算
を
審
議
し
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
て

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
の
夏
で
し

た
が
、
冬
の
寒
さ
は
２
月
が
本
番
で
す
。
経

済
活
動
も
大
事
で
す
が
、
天
草
市
民
の
皆
さ

ま
一
人
一
人
の
健
康
が
一
番
大
事
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ほ
か
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
用
心
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
予
防
に
は
手
洗
い
、
う
が
い
等

の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
が
大
事
で
す

が
、「
笑
う
」
こ
と
が
一
番
免
疫
力
を
高
め

る
そ
う
で
す
。

　私
も
う
さ
ぎ
年
の
年
男
で
す
。
笑
っ
て
跳

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
が
皆
さ
ま
に
と

っ
て
笑
い
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

（
澤
井
一
富
）

　令和４年第８回臨時会を10月11日に開催しました。補正予算など２件
の議案が提出され、原案どおり可決しました。

令和４年
第８回臨時会

●令和４年第８回天草市議会臨時会議案
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臨時会議案の主な内容

臨時会議案の主な内容

令和４年度天草市一般会計補正予算（第６号）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第17号

議第158号 付託省略 原案可決

― ―

　令和４年第９回臨時会を11月18日に開催しました。専決処分事項の承
認と補正予算の２件の議案が提出され、原案どおり承認、可決しました。

令和４年
第９回臨時会

●令和４年第９回天草市議会臨時会議案

専決処分事項の承認について（令和４年度天草市一般会計補正予算第７号）

令和４年度天草市一般会計補正予算（第８号）

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

議第159号

議第160号 付託省略 原案可決
付託省略 承認
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市議会だより
あまくさ

―ゆ い ―

■問紙の商品券を発行されるが、のさりー（電子通貨）の対応をしない理由は何か。
■答商品券の発行は市独自の政策として実施するもので、年内に商品券を届ける
ため、手続や事務作業等の日数を考慮し、紙のみの商品券発行を選択した。

質疑

【議第158号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第６号）
  ９億4,516万２千円を追加し、593億6,796万５千円に
　住民税非課税世帯等に対する電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金や、令和
４年７月に発生した赤潮被害の影響を受けた養殖業者に対する支援などを増額。

【議第159号】専決処分事項の承認について（令和４年度天草市一般会計補正予算第７号）
  3,300万円を追加し、594億96万５千円に
　令和４年12月までに新型コロナウイルスワクチン（オミクロン株対応）接種を実施する医療機関への協力
金を増額。

【議第160号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第８号）
  ４億1,691万円を追加し、598億1,787万５千円に
　物価高騰に伴う生活者支援と市内経済の下支えのため、市民１人当たり５千円の
　商品券を配付するための経費を増額。

　令和４年４月の成人年齢引下げに伴い、天草市は「成人式」か
ら「二十歳のつどい」に名称を変更し、今年度20歳となる皆さん
を対象に新たなる旅立ちを祝いました。

専決処分事項の報告について（市道において発生した公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償
の額を定めることについて、専決処分したため、議会に報告するもの）


